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太陽と緑豊かな住みたくなる町

●吉富町の民生委員・児童委員、主任児童委員が代わりました
　………………………………………………………………4

●後期高齢者医療制度の保険料率が決まりました…12・13

主な内容

吉富町子ども会カルタ大会吉富町子ども会カルタ大会

吉富町子ども会育成連絡協議会、主催の「第12回吉富町

子ども会カルタ大会」が11月25日（日）に吉富町老人福

祉センターで開催されました。大会には各子ども会か

ら高学年の部、低学年の部合わせて23チーム、129人が

参加し、静かながらも、熱戦が繰り広げられました。

（関連記事19ページ）

町の人口

男

女

世帯数

7,275人 前月比（－1）

3,448人 前月比（＋3）

3,827人 前月比（－4）

2,829戸 前月比（＋1）
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
く
、

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
、
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
昨
年
五
月
に
町
長
に
就
任

し
て
以
来
、
早
い
も
の
で
八
ヶ
月
が

経
過
い
た
し
ま
し
た
。

　
私
が
政
策
の
柱
と
し
て
掲
げ
た
「
人

口
一
万
人
を
め
ざ
す
活
力
あ
る
町
づ

く
り
」
、
「
行
財
政
改
革
と
町
民
参
加

の
行
政
」
、
「
少
子
高
齢
化
と
団
塊
の

世
代
対
策
」
の
三
点
に
つ
き
ま
し
て

は
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
示
し
た
十
九

項
目
の
施
策
を
通
じ
て
、
町
民
の
皆

様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
着
実
に
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
に
「
第
三
子
以
降
の
保

育
料
無
料
化
」
な
ど
数
項
目
の
施
策

を
実
現
し
た
ほ
か
、
「
広
津
交
差
点

の
改
良
」
、
「
農
業
・
漁
業
の
基
盤
整

備
事
業
」
な
ど
の
取
組
み
が
前
進
し

て
お
り
、
町
づ
く
り
の
基
本
と
な
る

「
都
市
計
画
の
見
直
し
」
も
住
民
参

加
の
も
と
で
ス
タ
ー
ト
い
た
し
ま
し

た
。

　
本
年
は
、
「
幼
保
一
体
化
」
、
「
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
」
、
「
駅

周
辺
の
整
備
」
、
「
企
業
誘
致
」
、
「
起

業
支
援
に
よ
る
若
者
、
団
塊
世
代
へ

の
働
く
場
の
提
供
」
な
ど
、
多
方
面

に
わ
た
り
さ
ら
に
充
実
し
た
施
策
の

展
開
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
施
策
の
実
現
に
よ
り
、

住
民
の
福
祉
の
向
上
と
安
全
で
安
心

し
て
住
め
る
活
力
あ
る
町
づ
く
り
を

進
め
、
民
意
を
反
映
し
た
町
政
運
営

を
心
が
け
な
が
ら
、
皆
様
と
と
も
に

吉
富
町
の
発
展
に
努
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　
ご
承
知
の
と
お
り
、
本
町
は
合
併

を
せ
ず
に
単
独
で
町
政
を
歩
ん
で
い

く
こ
と
を
決
断
い
た
し
ま
し
た
が
、

地
方
自
治
体
の
財
政
は
、
合
併
の
有

無
を
問
わ
ず
、
全
国
的
に
大
変
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
本
町
で
は
す

べ
て
の
事
務
事
業
を
見
直
し
、
収
入

に
見
合
っ
た
支
出
に
よ
る
財
政
運
営

を
行
う
べ
く
、
昨
年
末
に
「
吉
富
町

財
政
健
全
化
計
画
」
を
策
定
い
た
し

ま
し
た
。
こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
財

政
の
健
全
化
を
進
め
な
が
ら
、
先
に

掲
げ
た
施
策
の
実
現
を
図
り
、
単
独

で
の
町
政
運
営
を
力
強
く
推
進
し
て

い
く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　
今
後
と
も
、
町
民
の
皆
様
方
の
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
ま

し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た

し
ま
す
。

吉
富
町
議
会
議
長

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
年
の
年
頭
に
あ
た
り
、

議
会
を
代
表
い
た
し
ま
し
て
謹
ん
で

新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
素
よ
り
議
会
に
対
し
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
と
共
に
皆
様
に
は
、
明
る
く
希

望
に
満
ち
た
新
年
を
、
ご
家
族
お
揃

い
で
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
町
議
会
議
員
選
挙
が

実
施
さ
れ
新
議
員
構
成
に
よ
り
本
会

議
三
回
を
鋭
意
実
施
致
し
ま
し
た
。

皆
様
よ
り
ご
要
望
の
あ
り
ま
し
た
広

報
紙
「
議
会
だ
よ
り
」
創
刊
号
を
発

刊
致
し
ま
し
た
が
満
足
戴
い
た
で
し

ょ
う
か
。
今
後
更
に
町
政
に
関
心
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
国
は
三
位
一
体
を
国
政
の

柱
と
し
て
考
え
て
い
る
よ
う
で
す
が
、

こ
れ
は
三
つ
の
要
素
が
結
び
つ
い
て

本
質
的
に
一
つ
に
な
る
こ
と
。
言
い

換
え
る
と
三
要
素
が
協
力
し
て
一
体

と
な
る
こ
と
と
も
解
訳
さ
れ
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
で
は
、
今
後
の
町

政
の
方
向
と
し
て
、
住
民
、
行
政
、

議
会
、
を
三
要
素
と
し
て
、
三
者
一

体
と
な
っ
て
、
こ
の
小
さ
な
ま
ち
に

根
差
し
た
特
性
を
活
か
し
て
、
皆
さ

ん
の
声
や
ご
意
見
が
町
政
に
生
か
せ

る
べ
く
、
議
会
研
鑽
に
努
め
明
る
く

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
議
員
一
同

邁
進
致
し
ま
す
。

　
新
し
い
年
を
迎
え
、
吉
富
町
の
限

り
な
い
発
展
と
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
、
議
員
一
同
心
か
ら
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
と
共
に
、
本
年
も
変

わ
ら
ぬ
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
て
新
年
の
ご

挨
拶
と
致
し
ま
す
。

吉富町長

　冨　壽一郎

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

藤
家 
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吉
富
町
教
育
委
員
長

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
平
成
二
十
年
、
二
０
０
八
年
の
意

義
深
い
新
春
を
迎
え
、
教
育
委
員
会

を
代
表
し
て
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶

を
申
し
上
げ
ま
す
。

吉
富
町
教
育
長

　
中
央
教
育
審
議
会
は
、
こ
れ
か
ら

の
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
大
事
に
な

る
の
は
変
化
の
激
し
い
社
会
で
の
「
生

き
る
力
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
支
え
る

「
確
か
な
学
力
」
「
豊
か
な
心
」
「
健

や
か
な
体
」
で
あ
る
と
示
し
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
文
部
科
学
省
は
指
導
す

る
内
容
や
授
業
時
数
等
の
基
準
を
示

し
た
学
習
指
導
要
領
の
改
善
を
お
こ

な
い
ま
す
。

　
町
教
育
委
員
会
は
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
連
携
の
も
と
に
一
人
ひ
と
り

が
秘
め
た
可
能
性
や
持
て
る
能
力
を

発
揮
し
な
が
ら
、
自
ら
の
夢
や
希
望

の
実
現
に
向
か
っ
て
意
欲
を
持
っ
て

取
り
く
む
児
童
、
生
徒
の
育
成
に
努

　
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
輝
く
新
年
に
あ
た
り
、
成
人

の
年
を
迎
え
ら
れ
た
若
人
の
皆
様
に
、

心
か
ら
お
慶
び
と
お
祝
い
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
法
律
的
に
も
国
家
の

一
員
と
し
て
の
貴
重
な
権
利
と
義
務

が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
、
独
立
し
た
個
人
と
し

て
、
多
く
の
責
任
や
義
務
を
負
い
な

が
ら
、
地
域
社
会
や
我
が
国
の
発
展

の
た
め
に
、
貢
献
す
る
行
動
が
求
め

ら
れ
、
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
し
か
し
、
皆
様
の
中
に
は
、
す
で

に
立
派
な
職
業
人
と
し
て
実
社
会
で

め
ま
す
。
な
お
各
学
校
に
於
て
指
導

上
、
特
に
重
視
す
べ
き
事
と
し
て
基

礎
的
な
知
識
及
び
技
能
を
習
得
さ
せ
、

そ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
必
要
な
思
考
力
、
判
断
力

等
を
育
て
る
教
育
の
推
進
に
努
め
る

よ
う
助
言
、
支
援
を
し
て
い
く
所
存

で
す
。

　
豊
か
な
心
を
育
む
に
は
、
そ
の
基

礎
を
育
て
る
道
徳
教
育
の
充
実
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。
基
本
的
な
生
活
習
慣
、

規
範
意
識
、
生
命
尊
厳
等
の
指
導
、

そ
れ
に
道
徳
的
実
践
力
を
培
う
体
験

活
動
も
必
要
で
す
。

　
い
じ
め
、
不
登
校
な
ど
の
問
題
に

つ
い
て
は
小
中
学
校
と
も
重
点
課
題

活
躍
し
て
お
ら
れ
る
方
、
あ
る
い
は
、

学
窓
に
あ
っ
て
勉
学
に
専
念
し
て
お

ら
れ
る
方
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、
将
来
へ

の
夢
を
抱
き
、
希
望
に
燃
え
て
お
ら

れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　
東
洋
思
想
研
究
の
第
一
人
者
と
し

て
、
ま
た
、
「
平
成
」
の
年
号
の
考

案
者
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い
る
安

岡
正
篤
氏
の
百
朝
集
に
、
「
六
中
観
」

と
い
う
人
の
道
を
説
い
た
名
言
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
言
葉
を
成
人
の
日
を

迎
え
ら
れ
た
皆
様
に
贈
り
ま
す
。

と
し
て
取
り
上
げ
、
町
の
教
育
相
談

員
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
不

登
校
対
応
指
導
員
と
の
連
携
の
も
と

に
組
織
的
な
対
応
を
と
っ
て
い
ま
す
。

　
来
年
度
か
ら
吉
富
幼
稚
園
を
吉
富

保
育
園
の
位
置
に
移
し
て
、
両
園
が

施
設
を
共
用
化
し
ま
す
。
今
後
は
幼

保
一
体
化
の
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
て

就
学
前
の
子
ど
も
の
教
育
・
保
育
の

総
合
的
な
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
吉
富
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
は
休
日
や
放

課
後
に
希
望
す
る
ク
ラ
ブ
・
教
室
で
、

異
年
齢
集
団
に
よ
る
特
色
あ
る
活
動

が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
通
学
路
の
安
全
に
は
学
校
、
地
域
、

関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、

　
　
六
　
中
　
観

死
中
、
活
有
り
。

　（
死
を
背
に
し
た
そ
の
中
に
活
路
を
見
出
す
。）

苦
中
、
楽
有
り
。

　（
苦
し
い
と
き
で
も
楽
し
み
を
見
つ
け
る
。）

忙
中
、
閑
有
り
。

　(

忙
し
さ
の
中
で
も
心
の
余
裕
を
見
つ
け
る
。)

壺
中
、
天
有
り
。

　
（
ど
ん
な
境
遇
に
あ
っ
て
も
自
分
だ
け
の

　
世
界
を
つ
く
る
。
）

意
中
、
人
有
り
。

　
（
尊
敬
で
き
る
人
を
師
と
す
る
。
）

腹
中
、
書
有
り
。

　
（
己
を
導
く
書
を
携
え
る
。
）

そ
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
生
涯
学
習
社
会
の
中

で
生
き
が
い
、
教
養
、
人
間
的
な
つ

な
が
り
を
目
指
し
た
学
習
の
機
会
や

場
の
提
供
に
心
が
け
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
、
明
る
く
元
気
で
活
力
に
満
ち
た

「
人
づ
く
り
」
に
励
み
ま
す
。

　
お
わ
り
に
新
し
い
年
が
希
望
に
輝

く
、
よ
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
念
じ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　
「
忙
し
く
て
忙
し
く
て
、
苦
し
く

て
苦
し
く
て
・
・
・
」
と
い
う
環
境

で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
人
生
の
チ
ャ

ン
ス
で
も
あ
り
ま
す
。
絶
望
し
た
り
、

屈
託
し
た
り
、
空
し
い
気
持
ち
に
な

っ
た
り
し
た
と
き
は
、
こ
の
言
葉
を

思
い
起
こ
し
て
く
だ
さ
い
。
　
　
　

　
き
っ
と
、
心
の
支
え
と
な
り
、
進

む
べ
き
道
を
照
ら
し
出
し
て
く
れ
る

も
の
と
思
い
ま
す
。
　

　
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
心
よ
り
念
じ
、
祝
福
の
言
葉

と
い
た
し
ま
す
。

野
依 

 
洋
一

礒
田 
 

五
孝

や
す

り
く
ち
ゅ
う
か
ん

お
か
ま
さ
ひ
ろ

し
ち
ゅ
う

く
ち
ゅ
う

ぼ
う
ち
ゅ
う

こ
ち
ゅ
う

い
ち
ゅ
う

ふ
く
ち
ゅ
う

し
ょ

ひ
と

て
ん

か
ん

ら
く

か
つ

成
人
の
年
を
迎
え
ら
れ
た

若
人
の
皆
さ
ん
へ
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�

吉富町の民生委員・児童委員、主任児童委員が
代わりました
吉富町の民生委員・児童委員、主任児童委員が
代わりました
民生委員・児童委員の全国一斉改選に伴い、吉富町では次の方々が委員として委嘱されました。

（委嘱日：平成19年12月1日）

《民生委員・児童委員/主任児童委員とは》

　民生委員・児童委員は、育児不安・介護・いじめ・生活不安など、地域の皆さんの心配事を解決するお手伝

いをします。�   

　必要に応じ、関係機関・団体・行政との連絡調整を行ないます。�   

　また、主任児童委員は子供に関わる支援や相談を専門に担当しています。�

問合せ先�吉富町役場　健康福祉課（　：24-1123）

担 当 地 区 氏　　名

幸子上 下　畑　美津代 （再任）

幸子古・幸子団地 池　田　英　子 （再任）

別府 太　田　　榮 （新任）

楡生・鈴熊 出　水　清　子 （新任）

今吉上 立　澤　昌　子 （再任）

今吉下 山　本　光　昭 （新任）

土屋 梅　林　正　一 （再任）

直江 高　原　　　代 （再任）

界木 髙　尾　信　子 （再任）

和井田 矢　頭　正　純 （再任）

担 当 地 区 氏　　名

広津上・広津下 友　原　友　子 （再任）

昭和 　　本　清　子 （新任）

小犬丸上 野　口　喜美子 （再任）

小犬丸下 　　田　正　勝 （新任）

喜連島上 八　木　守　行 （再任）

喜連島下 深　津　弘　子 （新任）

高浜・皇后石・延命 若　山　孝　子 （再任）

主任児童委員（全域） 野　田　満記子 （新任）

主任児童委員（全域） 守　口　弘　子 （新任）

　喜連島上区の民生委員児童委員の八木守行さんに永年民生委員児童委員の職務に従事され功績が顕

著であったとして平成19年度九州社会福祉協議会から会長表彰を受けられました。�

　また、この度の改選で退任されました民生委員児童委員で別府地区担当石丸 増夫さん、昭和地区担

当小嶋 清さん、小犬丸下地区担当田中 收さん、喜連島下区担当の南 愛子さん、主任児童委員の太田 

悦子さんに厚生労働大臣から感謝状、民生委員児童委員で楡生地区担当の樋口 翌さん、主任児童委員

の高橋  則江さんに福岡県知事か感謝状が送られました。

平成20年の成人式を次のとおり開催いたします。

●日時　平成20年１月13日（日）　受付…午前９時30分　開式…午前10時
●会場　吉富フォーユー会館　大ホール
●行事　○式典　○記念撮影　○立食パーティ

　服装は自由です。
　当日は、ご家族の方の席を用意していますので、どうぞお出でください。

　該当者には、住民票（11月1日現在）に基づいて案内状を発送しました。案内状が届いていない場合は吉
富町教育委員会（　0979－22－1944）にお申し出ください。

平成20年 吉富町成人式のご案内平成20年 吉富町成人式のご案内平成20年 吉富町成人式のご案内

成人式該当者について

　平成20年の該当者は、昭和62年4月2日から昭和63年4月1日までの出生者です。また、現在、住民
票が吉富町になくても吉富中学校を卒業した時点で町内に在住していた方も該当します。
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くらし・行政相談コーナー
北九州総合行政相談所

と　き 毎週金曜日  午前10時～午後4時

ところ 小倉井筒屋  新館8階  お客様相談室

でんわ 093-531-6710

（北九州市小倉北区船場町1-1）

※電話でのご相談もお受けします。

開設曜日 ご相談の内容 相談のお相手

毎週金曜日 行政一般の相談 九州管区行政評価局

第１金曜日
年金、社会保険、雇用・労災保険、労働

条件、労務管理等の相談
福岡県社会保険労務士会

第２金曜日 登記、人権等の相談 福岡法務局

第３金曜日 税務に関する相談 九州北部税理士会

第４金曜日 相続・遺言、借地借家、登記、金銭・契

約トラブル等の相談
福岡県司法書士会

（13時～16時）

（13時～16時）

次のようなご相談をお受けします次のようなご相談をお受けします

お問い合わせ先：総務省九州管区行政評価局
TEL 092-431-7081
ホームページ　http://www.soumu.go.jp/kanku/kyusyu.html

（福岡市博多区博多駅東2-11-1福岡合同庁舎本館）

お気軽にご相談ください!

相談は無料で、秘密は厳守されます。
予約は不要です

「平成20年住宅･土地統計調査」の標語（キャッチコピー）を募集します!「平成20年住宅･土地統計調査」の標語（キャッチコピー）を募集します!「平成20年住宅･土地統計調査」の標語（キャッチコピー）を募集します!

　総務省統計局では、10月1日現在で「平成20年住宅･土

地統計調査」を実施します。

　この調査は、日本の住宅の数、住宅の種類や設備、居

住している世帯の状況、土地の保有状況など私たちの

住生活に関する様々なことを明らかにするため実施

されるものです。

　そこで、この調査が今年の10月に行われることを多

くの人に知ってもらい、調査が円滑に実施できるよう、

調査のイメージにあった標語(ｷｬｯﾁｺﾋ゚ )ーを募集します。

　入選作品（特選1点、佳作3点）には、賞状と記念品を

授与します。なお、入選作品について、著作権法に規定

するすべての権利を総務省統計局に無償で譲渡する

ものとしますので、ご了承ください。

【応募方法】

・応募は、一人一点とし、未発表で、自作のものに限  

ります（作品の返却はいたしません。）

・応募の際は、作品、氏名、性別、年齢、住所、電話番号、

職業（小･中･高生は学年）を明記してください。

【応募先】

①はがき  〒162‐8668  東京都新宿区若松町19-1

　総務省統計局国勢統計課 住宅・土地調査広報担当

②電子メール  housing-land＠stat.go.jp

【応募締切】  平成20年2月11日(月)　当日必着

【問い合わせ先】

　総務省統計局国勢統計課　住宅・土地調査広報担当

　℡ 03－5273－1155（ダイヤルイン）

詳しくは、統計局HP http://www.stat.go.jp/ をご覧
ください！

〈参考　前回の特選作品〉

夢がある　家・まち・くらし　調査から

☆☆☆　皆様からの応募をお待ちしております　☆☆☆
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野外焼却（野焼き）は禁止されています!
●野外焼却（野焼き）の禁止について
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律により、廃棄物の野外焼却、いわゆる野焼きは一部の例外を除き禁止され

ています。

　野焼きはダイオキシン汚染をはじめとする大気汚染の原因になります。ごみを処分する場合は、一般家庭であ

れば、分別してごみに出す。事業者の方は、業者へごみ処理を委託するなど、適正な処分をしましょう。

●罰則について
　廃棄物の焼却禁止に違反した場合、５年以下の懲役若しくは１，０００万円以下の罰金又はその両方が科せら

れます。

●焼却禁止の例外

　　例外として焼却できるものであっても、容易に代替措置がとれるものは、やむを得ないものにはあたりません。

　また、例外として焼却できるものであっても、焼却により隣近所（特に住宅地）に迷惑となる焼却は自粛しましょ

う。（焼却を行う前にできるだけ隣近所に声かけ等をし、迷惑（特に洗濯物や室内へ焼却物の臭いが着く等の迷惑）

をかけないように十分注意してください。）

　ごみを出す際は、ごみの分別ガイドブックで収集日と収集する物及び出し方を必ず確認し、正しい収集日に

朝８時30分までに出しましょう。�

　ごみは、自分の住んでいる自治会の指定された場所のみ（ごみの種類により出す場所が異なる場合がありま

す。）に出しましょう。

ごみ出しのルールを必ず守りましょう!

　プラのマークのあるきれいなプラスチック類のみを出してください。（プラのマークのな

いものや、汚いものは、可燃ごみで出してください。）

　また、プラスチック製容器包装を出す際は、無色透明の袋（市販の無色透明の袋やレジ袋

の無色透明タイプの袋）に入れて出してください。町の指定袋（燃えるごみやペットボトル

の指定袋）には入れないでください。�

プラスチック製容器包装の出し方について

１月の追加収集日は、１月30日（水）です。

プラスチック製容器包装の追加収集日について

プラのリサイクル
マーク

住民課

たき火、その他日常生活を営む上で通常行われる
廃棄物の焼却であって軽微なもの

農業、林業、漁業を営むためにやむを得ないもの
として行われる廃棄物の焼却

風俗習慣上又は宗教上の行事を行うために必要
な廃棄物の焼却

国又は地方公共団体がその施設の管理を行うた
めに必要な廃棄物の焼却

震災、風水害、火災、凍霜害その他の災害の予防、
応急対策又は復旧のために必要な廃棄物の焼却

落ち葉焚き、キャンプファイヤー

焼き畑、畦の草及び下枝の焼却、漁網にかかっ
たごみの焼却

正月の「しめ縄、門松等」を焚く行事

河川敷の草焼き、道路側の草焼き

災害等の応急対策、火災予防訓練

1

2

3

4

5
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　平成19年分の所得税の確定申告に関する税務

署での相談や申告の受付は、平成20年2月18日（月）

からですが、還付を受けるための申告は、1月か

ら受け付けています。

　還付を受けるための申告書を早めに提出しま

すと、税金の還付も早くなります。

　例年、3月に入りますと税務署などの窓口は大

変混み合います。早めに申告書の提出をお願い

します。

　申告は、自宅やオフィスからインターネット

で手続きができるe-Taxをご利用ください。

※�税務署の閉庁日（土・日曜日、祝日等）は、税務

署などでは相談や申告書の受付は行っており

ませんのでご注意ください。

　　なお、税務署の閉庁日（土・日曜日、祝日等）

でも申告書は、郵便若しくは信書便による送

付又は税務署の時間外収受箱への投かんによ

り提出することができます。

�

●問い合わせ先：行橋税務署　個人課税第一部門

　　　　　　　　　TEL　0930-23-0580

行橋税務署からの
お知らせ

平成19年分の所得税の確定申告
（所得税の還付を受けるための申告）
平成19年分の所得税の確定申告

（所得税の還付を受けるための申告）

　乳幼児・障害者・母子家庭等の方の医療費の窓口負

担分の一部を県と町が負担する制度です。受給対象

者となるには申請が必要です。各制度の受給要件は

下記の通りです。該当すると思われる方は手続きを

してください。

【乳幼児医療費支給制度】

　対象…三歳未満のお子様（外来・入院とも）

　　　　三歳以上就学前のお子様（入院のみ）

【重度心身障害者医療費支給制度】

　対象…身体障害者手帳1、2級該当者

　　　　療育手帳Ａ該当者

　　　　身体障害者手帳3級かつ療育手帳Ｂ該当者

【母子家庭等医療費支給制度】

　対象…母子家庭の方

　　　　一人暮らしの寡婦で誰からも扶養されてい

　　　　ない方

　※所得等の審査があります。

（いずれも生活保護を受けている方は対象になりま

せん。）

詳しいお問い合せは

　役場健康福祉課・公費医療係まで

　　２４－１１２３

吉富町公費医療制度を
ご存じですか？
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所得税から住宅ローン控除額を
引ききれなかった方

控除しきれなかった分は
住民税（所得割）から控除されます。
税源移譲により、所得税が減額となり、控除できる住宅ローン控除額が減る場合があり

ます。平成18年末までに入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている方で、所得税から

控除しきれなかった額がある場合は、翌年度の住民税（所得割）から控除できます。

平成20年以降、住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年申告が
必要となります。
平成19年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、平成20年3月17日までに、平成20年1月1日現在お住まいの市区
町村へ「市町村民税道府県民税　住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。

　森林環境税は、福岡県内の荒廃した森林を再生し、健全な状態で次世代へ引き継ぐために使われま

す。皆さんのご理解とご協力をお願いします。

【税の使途】荒廃した森林の再生、県民参加の森林づくりの推進

【税額など】

　●個人：年間500円（約200万人が対象。対象となる目安：約100万円以上の収入がある場合）

　●法人：資本金に応じて年間1,000円～40,000円（約10万社が対象）

【納め方】

　●個人の事業所得者等：住民税の納付書により、年4回（6,8,10,1月）に分けて納付

　●個人の給与所得者：6月から翌年5月までの12回に分けて給与天引き

　●法人：法人県民税の申告時に納付

【問い合わせ】　福岡県林政課　TEL 092-643-3540

　　　　　　　　 同  税務課　TEL 092-643-3063

　　　　　　　ホームページ  http://www.pref.fukuoka.lg.jp/wbase.nsf/doc/keepforest

平成20年4月から森林環境税が始まります
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●住宅のバリアフリー改修工事に伴う固定資産税の減額措置について●

　平成19年４月１日から、高齢者、要介護認定者、要支援認定者、障害者の方がお住まいの
住宅をバリアフリー改修工事された場合、翌年度分のみ住宅１戸当たりの床面積100㎡ま
でを限度として、固定資産税が３分の１減額されます。

◎家屋の要件／平成19年１月１日以前に建てられた住宅（賃貸住宅を除く）

◎減額申告書提出時の居住者の要件／
　①�工事完了の年の翌年１月１日で６５歳以上の方
　②�要介護認定又は要支援認定を受けている方
　③�障害者の方

◎改修工事の内容／
　①�廊下の拡幅　　　　② 階段の勾配の緩和　　③ 浴室の改良　　　　　④ 便所の改良
　⑤ 手すりの取付け　　⑥ 床の段差の解消　　　⑦ 引き戸への取替え　　⑧ 床表面の滑り止め化

◎改修期間と工事費／
平成19年４月１日から平成22年３月31日までに改修工事が完了するもので、補助金等を除く自己負担
額が30万円以上のもの

◎申告の手続等／
　詳しいことは、吉富町役場税務課（　２４－１１２５）まで問い合わせください。
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第9回糖尿病及び合併症予防のための講演会

―  北　九　州　地　区  ―

日時

内容

平成20年1月26日（土）

会場 吉富フォーユー会館 及び 体育館

時　間 会　場 内　容

10時30分
　　 ～12時

吉富町体育館
　　　（受付：10時～）

運動講習「ストップ・ザ糖尿病 健康塾」

　福岡県立スポーツ科学情報センター

　健康運動指導士　本間孝太郎　先生

13時～16時 フォーユー会館
　　　　　ホワイエ

身長・体重・血圧・血糖・尿検査・体脂肪・動脈

硬化度の測定(体脂肪と動脈硬化度の測定は希望者のみ)　

　健康相談コーナー(医師・栄養士・看護師)

　食生活に関する展示コーナー

　※検査、相談もすべて無料です。

14時～15時 フォーユー会館
　　　　　大ホール

講演会「糖尿病は患者さんが主治医です」

　演者：九州大学病院医療情報部　講師

　中島直樹　先生

■主　催／日本糖尿病協会福岡県支部　■後　援／糖尿病対策推進会議

■後　援／吉富町、豊前築上医師会、京築保健福祉環境事務所他

■代表世話人／杉本クリニック　院長　杉本英克　　　　　　

■問 合 せ 先／・日本糖尿病協会福岡県支部（九州大学第二内科研究室内）

　　　　　　　  藤本　Tel 092－671－0611

　　　　　　　・杉本クリニック　　　  担当：有山　Tel 093－473－0300

　　　　　　　・吉富あいあいセンター  担当：工藤　Tel 0979－23－9900

　近年わが国の糖尿病患者数は増加の一途を辿り､厚生労働省の調査によれば、糖尿病患者とそ

の予備軍を合わせて1,620万人に達する事が明らかになりました｡　糖尿病は自覚症状がないこ

とが多く、放置したり､自己流の判断で取り返しのつかない事になり､合併症まで起こしてしまう

人も年々増加しています｡

　このたび、日本糖尿病協会の主催により「糖尿病の正しい知識と自己管理」をテーマに講演会

と運動講習、個別相談が吉富町で行われます。皆様、奮ってご参加ください｡

　現在糖尿病でない方でも、糖尿病に関心があればおいで下さい｡家族の方や、医療関係者の多

くの参加をお待ちしています。

入場無
料
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国民健康保険税率の見直しを検討します。

70～74歳の方の窓口負担について

　医療費や介護納付金（40歳以上65歳未満の国保加入者については介護保険料分を国民健康保険税に含めて

納めていただき、国保が介護保険制度へ介護納付金として支払うことになっています。）が増加する中で、保険

税の収入の増加が見込まれず、町国保財政は非常に厳しい状況にあります。将来にわたって、国保事業を健全・

安定的に運営していくために、支出に見合った国保税を確保することを目的とした税率の見直しに
ついて検討します。

■見直しの理由
　１．医療給付費分（皆様の掛かった医療費に対する支払い）の国保税率の見直し

　医療費が増加する中、平成8年度以降一度も税率改正がなく、適正な税収入の確保が不可能となってい

ます。

　平成18年度の医療給付費は5億5,376万5千円（表1）、保険税収入は1億7,784万9千円（表2）となっていま

す。医療給付費と税収入を平成16年度から18年度までの3年間で比較すると、医療給付費は4,730万5千円

（9％の増加）増加し、保険税は566万3千円（3％の減少）減少しています。医療給付費の増加に対して、国保

税が追いついていない状況にあり、その差は年々大きくなっています。

　２．介護納付金分の国保税率の見直し

　一人当たり介護納付金が増加する中、平成12年度の制度発足以来一度も税率改正がなく、適正な税収

入の確保が不可能となっています。

　平成12年度の一人当たり介護納付金は24,901円であったのが、18年度には約1.9倍の47,578円（19年度

49,476円）となっていますが、一度も税率改正がおこなわれず、18年度決算では一人当たり8,662円の赤

字が生じています。

　３．後期高齢者支援金分の国保税率の創出

　平成20年度から、75歳以上の高齢者を対象とする「後期高齢者医療制度」が創設されることに伴い、後

期高齢者医療保険以外の保険者は「後期高齢者医療制度」への支援が義務付けられ、新たな税率を設ける

ことになりました。

　なお、「後期高齢者医療制度」の発足により「老人保健制度」は廃止となり、「老人保健制度」への支援は

なくなります。

　国民健康保険制度では、税率が皆様の掛かった医療費で決定する仕組みになっています。つまり、皆様

一人ひとりが、予防意識を高めることで医療費を抑えることができれば、税率をさげることができます。

1年に1回は必ず健康診断を受け、病気の早期発見・治療に心がけましょう。

　70～74歳で現在窓口負担が1割の方については、20年4月から2割となることが決定していましたが、1年間
は据え置きの1割負担とする案が検討されています。本町では、この案の決定後速やかに正しい負担割合を
表示した高齢受給者証を配布します。

役場健康福祉課国民健康保険係　　２４－１１２３
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後期高齢者医療制度の
保険料率が決まりました
　平成20年４月からの、75歳以上（一定の障害のある人は65歳以上）の人が被保険者となっ

て加入する「後期高齢者医療制度」の保険料率が決まりました。

　保険料率は、保険料の算定に用いる被保険者均等割額と所得割率を言い、県内に住む被保

険者の医療費の状況などによって決まります。

◆保険料

　・保険料は、医療給付費（総医療費から自己負担分を除いた費用）の約１割を被保険者全員

で負担します。

　・被保険者、一人ひとりが納付します。

　・保険料の額は、被保険者全員が等しく負担する被保険者均等割額と、一定以上の所得が

ある被保険者が所得に応じて負担する所得割額の合計額になります。

　【保険料計算式】

◆軽減措置

　○所得の少ない世帯に属する人

　　世帯の総所得金額等に応じて、均等割額が軽減されます。

　　※軽減の判定に係る総所得金額等は、「公的年金収入―公的年金等控除―15万円」

　　　となるなど、保険料計算の総所得金額等とは異なる場合があります。

軽減割合

７割軽減

５割軽減

２割軽減

住民票上の同一世帯内の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合算額

33万円（基礎控除額）以下の世帯

33万円(基礎控除額)＋24.5万円×被保険者数(被保険者である世帯
主を除く)以下の世帯

33万円（基礎控除額）＋35万円×被保険者数　以下の世帯

保険料＝ 被保険者均等割額 ＋ 所得割額
　　　＝ 50,935円 ＋〔総所得金額等－33万円(基礎控除)〕×9.24％（所得割率）

　※保険料の最高限度額は50万円（年額）です。

　※総所得金額等とは、前年中の「公的年金収入－公的年金等控除」、「給与収入－
　給与所得控除」、「事業収入－必要経費」等で、各種所得控除前の金額です。

　※公的年金収入のみの人は、年金額が153万円以下の場合、所得割額はかかり　
ません。
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　○後期高齢者医療制度に加入する前日において、被用者保険※の被扶養者であった人

　　（※政府管掌及び組合管掌保険、船員保険、共済組合など。国民健康保険は該当しません。）

　被用者保険の被扶養者であった人は、新たに保険料負担が生じるための緩和措置と

して、被保険者となる月から２年間は、均等割額が５割軽減されます。さらに、特例措置

として、平成20年４月から９月までは保険料の負担はなく、10月から平成21年３月まで

は均等割額の９割が軽減されます。いずれも、所得割額はかかりません。

　　　　　・平成20年4月に被保険者となる場合

　【保険料の計算例】

◆保険料の決定

　被保険者一人ひとりの保険料は制度開始後に決定いたしますので、保険料に関する通

知は、平成20年４月以降になります。

◆納付方法

　・年金額が18万円以上で、かつ、介護保険料と合わせた保険料額が年金額の２分の１以下

の場合……年金から天引きされます。（特別徴収）

　・上記以外の場合……納付書や口座振替で納付します。（普通徴収）

　※特別徴収は、平成20年4月支給の年金から保険料の天引きが開始されます。

　※現在、被用者保険に加入している人については、保険料軽減にかかる特例措置の関係で、

　　普通徴収となる場合があります。

◆お問い合わせ

　吉富町役場健康福祉課　　２４－１１２３                         

　福岡県後期高齢者医療広域連合　　０９２－６５１－３１１１

平成20年４月～９月

平成20年10月～21年３月

平成21年４月～22年３月

保険料負担なし

均等割額：９割軽減、　所得割額：なし

均等割額：５割軽減、　所得割額：なし

・単身世帯例１：基礎年金受給者（年金収入79万円）の場合

均等割額（７割軽減）15,280円＋所得割額 0円＝保険料 15,280円（年額）

・単身世帯例２：平均的な厚生年金受給者（年金収入201万円）の場合

均等割額（２割軽減）40,748円＋所得割 44,352円＝保険料 85,100円（年額）

・夫婦世帯例：夫の年金収入201万円、妻の年金収入79万円の場合

夫：均等割額（２割軽減）40,748円＋所得割額44,352円＝保険料 85,100円（年額）

妻：均等割額（２割軽減）40,748円＋所得割額      0円＝保険料 40,740円（年額）

※保険料は10円未満切り捨て。
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よ
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水道管にも冬じたくを水道管にも冬じたくを
　昨年の冬は暖冬で水道管の凍結や破損等の事例はなかったようですが、今年の冬も同じように暖冬とは限りません。
　気温が下がり氷点下近くになると、風当たりの強いところや日陰にある、むき出しの水道管や水道メーターは、凍っ
たり破裂したりすることがありますので、水道管の冬支度も早めにすることをおすすめします。

　水道管や水道メーターに保温材（市販の保温チューブや布・古毛布でも可）を巻き付け、その上からはがれ落ちな
いよう、ビニールテープなどで巻いてください。
　布・古毛布を巻くときは、水で濡れないようにビニールを被せるか、テープを巻く場合には布の部分が見えないく
らいしっかり巻いて下さい。

　自然に溶けるのを待つか、タオル等をかぶせてぬるま湯をかけて時間をかけてゆっくりと溶かします。
（熱湯は絶対かけないで下さい。蛇口や水道管が破裂する恐れがあります。）

　メーターボックス内の止水栓を閉めて、吉富町指定工事業者に修繕を依頼して下さい。

《問い合わせ先》上下水道課 上水道係 TEL 0979‐24‐4074(直通) 

（1）凍結防止の方法

（2）凍って水が出なくなった場合

（3）水道管が破裂したら 

（1）露出した給水管には保温材を巻き

ます。じゃ口も凍結しやすいので

ご注意ください。 

（水道管を保温する材料は、ホームセ

ンターなどで買う事が出来ます。） 

（2）保温材としては、毛布・布などがあ

ります。包んだ上からビニールな

どを巻いて保温材がぬれないよう

にしましょう。 

（3）メーターボックスの中には毛布や

布などを入れると、メーターの凍

結を防止することができます。凍

結の時期がすんだら取りのぞいて

きれいにしてください。 

保温材
ビニール

古い毛布や

布切れ
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　近年、子どもたちが被害者となる事件や事故が増加傾向にあります。特に、登下校時や夕刻時において多発し
ています。
　吉富町青少年育成町民会議並びに吉富小学校では、子どもたちの安全確保に係る取り組みを実施し、子どもた
ちが事件や事故に巻き込まれることがないよう、努めております。
　住民の皆さまの、益々のご理解とご協力を賜りますよう、よろしくお願いいたします。

■児童の下校（学校を出る）時刻
��　　　　
��
 �　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

■お問合せ先　吉富町教育委員会内　吉富町青少年育成町民会議事務局　　２２－１９４４

児童の安全確保に係る協力のお願い児童の安全確保に係る協力のお願い

吉富町青少年育成町民会議「吉富町子どもを見守る運動」

□この運動のための特別な行動は必要ありません。毎日の日課、例えば、散歩や自宅周辺の掃除をするとき
などに、子どもたちを見守ってください。
□散歩や自宅周辺の掃除などの日課を、子どもたちが登下校する時間に合わせて行ってください。休みの日
は、子どもたちが遊んでいる時間帯にお願いします。

□ご自身が犯罪に巻き込まれないよう、危険を感じたらすぐに警察に相談してください。
■協力者には運動グッズとして帽子や腕章を配布します。ご入用の方は、下記問合せ先までご連絡くださ

吉富小学校「児童の安全確保に係る一斉行動日の取組」

□実施日時：毎月第3火曜日　15：20～15：50(30分程度)
　　　　　 ※学校行事等の関係で、日程を変更する場合があります。
□取組内容：児童の下校後、通学路(10箇所)に立って、児童の下校を見守る。
□実施箇所：①今吉春日神社　②乙女治療院前から瀬口組倉庫　③県道山内･吉富線今吉北交差点
　　　　　 ④鈴熊池付近　⑤直江パチンコ店付近　⑥直江グランブルー（アパート）から壺神社
　　　　　 ⑦県道中津･吉富線下トンネル ⑧小犬丸から界木線　⑨飛鳥斎場手前交差点
　　　　　 ⑩飛鳥斎場から間尾

１年～２年

３年～６年

月～金 ３時から３時30分ごろ

４時から４時30分ごろ

３時から３時30分ごろ

月・水・木・金

火
※左記は通常学校を出る時刻ですが、
　行事等の関係で変更する場合があります。

★☆★☆★☆★☆★☆　みんなの力で住みよい町を　☆★☆★☆★☆★☆★
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是
本
信
義
さ
ん
（
71
歳
）
が
、
こ

の
ほ
ど
防
衛
省
勤
務
（
海
上
自
衛
隊
）

で
の
功
労
に
よ
り
、
瑞
宝
小
綬
章
を

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　
是
本
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
海
上
自

衛
隊
に
入
隊
以
来
、
平
成
３
年
ま
で

の
32
年
間
勤
務
し
、
そ
の
間
艦
長
、

司
令
官
、
総
監
部
防
衛
部
長
な
ど
を

歴
任
さ
れ
退
職
、
そ
の
後
民
間
企
業

の
経
営
を
経
て
、
現
在
執
筆
家
と
し

　
平
成
19
年
12
月
14
日
付
け
で
退
職

し
ま
し
た
花
畑
昭
一
郎
委
員
の
後
任

に
、
12
月
町
議
会
に
お
い
て
議
会
の

同
意
を
得
て
、
内
尾
信
彦
さ
ん
（
今

吉
）
が
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現

在
吉
富
町
都
市
計
画
審
議
会
副
会
長

等
町
政
の
発
展
に
も
寄
与
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
叙
勲
の
受
章
は
、
是
本
さ
ん
の
お

母
さ
ん
で
あ
る
是
本
園
子
さ
ん
も
受

章
（
勲
六
等
宝
冠
章
）
さ
れ
て
お
り
、

親
子
二
代
で
の
受
章
と
な
り
ま
し
た
。

　
福
岡
法
務
局
な
ど
が
実
施
し
た
「
第

27
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ

ス
ト
福
岡
県
大
会
」
で
、
吉
富
中
学

校
か
ら
応
募
し
た
３
年
生
の
横
川
瑞

恵
さ
ん
・
松
浦
里
奈
さ
ん
が
、
こ
の

ほ
ど
福
岡
法
務
局
・
福
岡
県
人
権
擁

護
委
員
連
合
会
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
な
お
、
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
県
内

 

11
月
25
日
（日）
に
飯
塚
市
立
岩
公
民

館
で
開
催
さ
れ
た
、
全
国
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
将
棋
大
会
福
岡
県
予
選
に
て
、

若
山
征
洋
さ
ん
（
高
浜
）
が
優
勝
し

ま
し
た
。
大
会
予
選
に
は
約
１
０
０

名
が
参
加
、
若
山
さ
ん
を
含
む
上
位

３
名
が
２
０
０
８
年
度
に
鹿
児
島
県

で
行
わ
れ
る
全
国
大
会
に
福
岡
県
代

表
と
し
て
出
場
す
る
予
定
で
す
。

２
４
５
校
か
ら
４
５
，
２
２
３
編
も

の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
吉
富
中
学
校
に
も
法
務
省

及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
よ

り
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス

ト
の
実
施
に
あ
た
り
多
大
な
協
力
が

な
さ
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
、
感
謝

状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
小
綬
章
を
受
章

瑞
宝
小
綬
章
を
受
章

瑞
宝
小
綬
章
を
受
章

吉
富
町
教
育
委
員
会
教
育
委
員
が

任
命
さ
れ
ま
し
た

人

権

作

文

で

表

彰

人

権

作

文

で

表

彰

人

権

作

文

で

表

彰

将
棋
交
流
大
会
Ａ
級
に
て

若
山
征
洋
さ
ん
が
優
勝
!!

わがまち・ふるさと
トピックス

わがまち・ふるさと
トピックス

受
賞
さ
れ
た
是
本
信
義
さ
ん

▲

任
命
さ
れ
た
内
尾
信
彦
さ
ん

吉
中
３
年
の
横
川
さ
ん
・
松
浦
さ
ん

▲

優
勝
し
た
若
山
征
洋
さ
ん

▲

第
７
回 

福
岡
県

第
７
回 

福
岡
県

ね
ん
り
ん
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
祭
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11
月
18
日
（日）
に
豊
前
市
で
開
催
さ

れ
た
「
第
39
回
豊
築
武
道
大
会
」
で
、

吉
富
町
か
ら
出
場
し
た
少
年
柔
道
教

　
12
月
９
日
（日）
に
、
吉
富
キ
ッ
ズ
ク

ラ
ブ
育
成
連
絡
協
議
会
（
会
長
：
佐

田
秀
敏
氏
）
の
主
催
に
よ
る
『
第
３

回
吉
富
町
小
学
生
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
大
会
』
が
、
吉
富
小
学
校
体
育

館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
吉
富
小
学

校
の
児
童
39
名
（
計
８
チ
ー
ム
）
が

参
加
し
、
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ
う

な
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

【
試
合
結
果
】

　
優
　
勝
　
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｅ
大
好
き

室
、
少
年
剣
道
教
室
、
吉
富
中
学
校

柔
道
部
・
剣
道
部
の
選
手
が
大
活
躍

し
ま
し
た
。

　
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
準
優
勝
　
帰
っ
て
き
た
Ｆ
１
・
６

　
第
３
位
　
世
紀
末
伝
説

　
　
　
　
　
マ
ジ
カ
ル
☆
デ
ス
ト
ロ
イ

   

【
柔
道
・
小
学
校
１
年
生
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
藤
野
　
伊
芙

　
準
優
勝
　
　
大
下
　
昌
将

【
柔
道
・
小
学
校
３
年
生
の
部
】

　
３
　
位
　
　
山
本
　
圭
吾

　
３
　
位
　
　
大
下
　
力
男

【
柔
道
・
小
学
校
４
年
生
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
池
之
上
賢
次

　
準
優
勝
　
　
表
　
　
拓
美

【
柔
道
・
小
学
校
６
年
生
の
部
】

　
準
優
勝
　
　
小
畑
　
諒
輔

【
柔
道
・
小
学
校
女
子
中
学
年
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
石
丸
　
淑
子

【
柔
道
・
中
学
校
１
年
生
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
嶌
田
　
勝
斗

　
準
優
勝
　
　
堀
本
　
就
章

【
柔
道
・
中
学
校
２
年
生
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
加
久
　
雄
太

　
準
優
勝�   

古
曽
尾
克
也

　
３
　
位
　
　
松
田
　
浩
志

【
柔
道
・
中
学
校
３
年
生
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
秋
元
　
大
気

　
準
優
勝
　
　
木
部
　
礼
志

　
３
　
位
　
　
奥
野
　
純
平

　
３
　
位
　
　
白
川
　
雅
也

【
柔
道
・
中
学
校
女
子
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
西
岡
　
樹
里

　
準
優
勝
　
　
乙
女
　
未
来

【
剣
道
・
小
学
校
２
年
生
の
部
】

　
準
優
勝
　
　
工
藤
　
佑
介

【
剣
道
・
小
学
校
３
年
生
の
部
】

　
準
優
勝
　
　
向
野
　
公
晴

【
剣
道
・
中
学
校
１
年
生
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
梅
津
　
紀
信

　
３
　
位
　
　
小
野
　
健
太

　
３
　
位
　
　
向
野
　
貴
郁

【
剣
道
・
中
学
校
女
子
の
部
】

　
優
　
勝
　
　
村
上
　
千
佳

　
準
優
勝
　
　
川
口
　
法
子

第
39
回
豊
築
武
道
大
会

吉
富
勢
が
大
活
躍
!!

『
第
３
回
吉
富
町
小
学
生

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
』
開
催
!!

準
優
勝
の
帰
っ
て
き
た
Ｆ
１
・
６

▲第
３
位
の

世
紀
末
伝
説
マ
ジ
カ
ル
☆
デ
ス
ト
ロ
イ

▲

優
勝
の
Ｒ
Ｅ
Ｇ
Ｅ
Ｅ
大
好
き

▲

▲豊築武道大会で活躍した吉富少年柔道教室の選手たち

▲剣道小学2年生の部準優勝の工藤佑介君（左）と
　小学3年生の部準優勝の向野公晴君（右）



18

　
去
る
、
平
成
19
年
12
月
９
日
（日）
に

吉
富
町
体
育
館
に
お
い
て
第
20
回
吉

富
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会
（
主
催
：

吉
富
町
体
育
協
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
）

が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
参
加
者
が
熱

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
な
お
、
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

《
男
子
Ａ
級
》

　
優
　
勝

　
　
　
塩
田
貴
美
雄
・
池
田
　
義
則

　
準
優
勝

　
　
　
植
田
　
真
規
・
末
元
　
俊
夫

《
男
子
Ｂ
級
》

　
優
　
勝

　
　
　
畑
中
　
悠
一
・
束
田
　
倫
寛

　
準
優
勝

　
　
　
河
野
　
幹
夫
・
永
石
　
和
道

《
男
子
Ｃ
級
》

　
優
　
勝

　
　
　
松
田
　
有
司
・
河
野
　
健
治

　
準
優
勝

　
　
　
後
藤
　
和
之
・
下
田
　
昌
寛

《
女
子
Ａ
級
》
　
　
　
　
　
　
　
　

　
優
　
勝

　
　
　
山
本
　
妙
子
・
比
良
　
和
美

　
準
優
勝

　
　
　
時
本
　
清
美
・
中
村
　
真
澄

《
女
子
Ｂ
級
》

　
優
　
勝

　
　
　
小
山
美
知
子
・
木
村
美
千
枝

　
準
優
勝

　
　
　
城
井
　
京
子
・
奥
　
　
照
美

《
女
子
Ｃ
級
》

　
優
　
勝

　
　
　
幸
村
　
祥
子
・
阿
南
　
　
香

　
準
優
勝

　
　
　
時
本
　
春
佳
・
向
井
　
あ
や

第
20
回
吉
富
町
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

お 知
ら せ◆対 象 者　吉富町在住の20歳以上の方

　　　　　　（以前受講した方についても申込みできますが、

定員を超す場合は初めて受講する方を優先させ

ていただきます。）

◆講　　座　インターネット講座

◆講座内容　インターネットの基礎知識や電子メールの送受

信等

◆開催日時　1月24日（木）・25日（金）

　　　　　　午後１時30分～午後３時30分

　　　　　　（1日２時間の2日間）

◆場　　所　吉富フォーユー会館 ３階 パソコン教室

◆定　　員　20名（先着順とします。）　最小催行人数5名

◆受 講 料　無料（ただし、テキスト代として200円必要とな

ります。）

◆申し込み　吉富町教育委員会（吉富フォーユー会館内）

　　　　　　吉富フォーユー会館窓口にてお申し込みくださ

い。都合で申し込みに来られない方は、電話受付

をいたします。

◆申し込み受付期間

　　　　　　１月９日（水）から１月18日（金）

　　　　　　午前８時30分から午後５時15分まで

　　　　　　　　　　　　　（ただし、土日祝日は除く）

◆問い合せ　吉富町教育委員会　　22‐1944

パソコンに触れてみよう! 
生涯学習講座「パソコン教室」
の受講生を募集します

休
日
相
談
医
案
内

休
日
相
談
医
案
内

休
日
相
談
医
案
内

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

月
・
日

地
　
区

病

医

院

名

豊
築
休
日
急
患
セ
ン
タ
ー

　
　
　
８
２
・
８
８
２
０

内
科
・
小
児
科

（
９
時
～
22
時
・

　
受
付
は
21
時
30
分
ま
で
）

歯
　
科

　
　
（
９
時
～
17
時
30
分
）

日
曜
日

祝
　
日

豊
前
市

荒
　
堀

1
・
13

八
　
屋

江

本

ク

リ

ニ

ッ

ク

〃

豊
田
町

ふ
る
か
わ
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク

〃

下
池
永

サ
ン
タ
マ
リ
ア
脳
神
経
外
科

1
・
6

〃

沖
代
町

さ

が

ら

小

児

科

宮
　
夫

木

下

外

科

1
・
1

東
　
下

上
毛
町
国
保
直
営
診
療
所

1
・
14

沖
代
町

末

廣

医

院

〃

古
博
多
町

米

光

医

院

〃

中
央
町

田

縁

ク

リ

ニ

ッ

ク

〃

中
央
町

け

い

だ

ク

リ

ニ

ッ

ク

1
・
20

幸
　
子

よ
し
と
み
整
形
外
科
リ
ウ
マ
チ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

1
・
2

三
毛
門

重
岡
胃
腸
科
外
科
医
院

〃

牛
　
神

宮

田

内

科

〃

中
殿
町

加

来

小

児

科

〃

上
宮
永

内

尾

整

形

外

科

〃

中
央
町

宮

本

整

形

外

科

1
・
27

八
　
屋

渡

邊

整

形

外

科

1
・
3

湯
　
屋

加

来

内

科

循

環

器

科

〃

豊
後
町

縄

田

内

科

〃

宮
　
夫

か
わ
し
ま
ク
リ
ニ
ッ
ク

1
・
6

宇
　
野

福

田

医

院

〃

栄
　
町

久

持

ク

リ

ニ

ッ

ク
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吉
富
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
11

月
25
日
（日）
、
吉
富
町
子
ど
も
会
育
成

連
絡
協
議
会
主
催
の
「
吉
富
町
子
ど

も
会
第
12
回
カ
ル
タ
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
主
な
結
果
は
、
次
の

と
お
り
で
す
。

〈
高
学
年
の
部
〉

　
優
　
勝
　

　
「
Ｈ
ｅ
ｙ
！
Ｓ
ａ
ｙ
！
五
」
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
今
吉
子
ど
も
会
）

　
準
優
勝
　
「
幸
子
古
１
」
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
（
幸
子
古
子
ど
も
会
）

　
３
　
位
　
「
幸
子
古
２
」
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
（
幸
子
古
子
ど
も
会
）

　
３
　
位�

　
　
　
「
界
木
ジ
ュ
ニ
ア
」
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
界
木
子
ど
も
会
）

〈
低
学
年
の
部
〉

　
優
　
勝
　
「
界
木
キ
ッ
ズ
」
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
界
木
子
ど
も
会
）

　
準
優
勝
　
「
キ
ン
グ
」
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
今
吉
子
ど
も
会
）

　
３
　
位
　
「
幸
子
上
Ｂ
」
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
（
幸
子
上
子
ど
も
会
）

　
３
　
位
　
「
別
府
Ｂ
」
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
（
別
府
子
ど
も
会
）

�    

 

▼
日
時
　
平
成
20
年
１
月
26
日
（土）
　

　
13
時
30
分
～
16
時
00
分

▼
場
所
　
福
岡
県
立
大
学 

大
講
義
室

▼
内
容

　
　
児
童
自
立
支
援
サ
ー
ク
ル
発
表

　
　
13
時
30
分
～

　
　
児
童
虐
待
防
止
講
演
会

　
　
14
時
～
16
時

　
　
・
テ
ー
マ

　
　
「
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
へ
の

　
　
　
理
解
と
対
応
　
―
被
虐
待
経

　
　
　
験
が
将
来
に
及
ぼ
す
影
響
―
」

　
　
・
講
師

　
　
　
福
岡
県
立
大
学
　
人
間
社
会

　
　
　
学
部
　
社
会
福
祉
学
科

　
　
　
准
教
授
「
西
原
　
尚
之
」

▼
参
加
費
な
ど
　
参
加
費
無
料

▼
問
合
せ
・
申
し
込
み
先
　
福
岡
県

　
田
川
児
童
相
談
所
　
総
務
企
画
課

　
　
０
９
４
７
‐
４
２
‐
０
４
９
９

児
童
虐
待
防
止
に

関
す
る
講
演
会

吉
富
町
子
ど
も
会

カ
ル
タ
大
会

吉
富
町
子
ど
も
会

カ
ル
タ
大
会

吉
富
町
子
ど
も
会

カ
ル
タ
大
会

高
学
年
の
部
優
勝
の

「
Ｈ
ｅ
ｙ
！
Ｓ
ａ
ｙ
！
五
」
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
（
今
吉
子
ど
も
会
）

▲

低
学
年
の
部
優
勝
の

「
界
木
キ
ッ
ズ
」
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
（
界
木
子
ど
も
会
）

▲

110番は緊急通報専用電話です。110番は緊急通報専用電話です。110番は緊急通報専用電話です。

「緊急時  頼れるあなたの  110番」

「安心の  警察相談  ＃9110」

110番受理は、警察本部通信指令室で行っています

　110番は地元の警察署や交番・駐在所で受理していると思
っている方が多く、場所を尋ねると「すぐそこたい」とか、字
名から答える人がいます。
　110番した場合には、必ず市町村名から答えてください。

110番受理とパトカーへの指令は、同時進行でなされています

　詳しく聞いていると「いつまでも聞いてないで、早くパト
カーをよこさんか」と大きな声を上げる人がいます。
　110番受理とパトカー等への指令は、受理者と指令者が同
時進行で行っていますので、落ち着いて答えてください。

現場はどこなのか確認してください

　現場を特定するため、地番を確認するか、交差点名・コン
ビニ名・著名な建物などの目標となるものを教えて下さい。
　目標となるものがない場合は、近くの電柱に表示されて
いる番号を知らせてください。

　110番は「緊急を要する事件・事故の緊急通報専用電話」
です。
　県内の110番は、すべて福岡市博多区にある福岡県警
察本部の通信指令室で受理され、通報内容は直ちに無線
によって管轄の警察署・パトカーなどに指令されます。
○ひったくりなどの被害にあった場合は、犯人逮捕や被
害回復のために素早い通報が最も大切です。“ちゅう
ちょ”することなく110番をしてください。
○いたずら電話はもちろん、相談や問い合わせのための
110番はやめましょう。１分１秒を争う事件・事故への
対応を遅らせる原因となります。

※相談や問い合わせは
　警察安全相談コーナー ＃9110（092－641－9110）
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向
野
　
朝
香

草
を
取
る
我
が
耳
も
と
に
激
し
き
音

二
匹
の
ハ
ト
の
諍
ひ
を
見
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
多
恵
子

ク
ウ
イ
と
鳴
き
手
足
ふ
る
は
す
蝙
蝠

は
吾
が
出
す
木
切
れ
に
し
が
み
つ
く

な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
稔

刑
事
た
り
し
亡
兄
思
ひ
つ
つ
「
張
込
」

の
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
に
夜
を
更
か
し
ゐ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
井
眞
理
子

城
跡
へ
続
く
桜
の
木
々
の
辺
に
家
老

屋
敷
は
ひ
そ
と
建
ち
ゐ
る
（
秋
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
田
　
正
子

廃
業
の
パ
チ
ン
コ
店
の
硝
子
面
に
信

号
待
ち
の
車
灯
耀
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
花
畑
フ
サ
子

事
務
官
は
健
康
体
操
行
ひ
く
れ
ぬ
戦

中
時
代
を
思
ひ
出
さ
せ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
　
洋
子

久
に
訪
ひ
し
友
の
書
棚
の
三
岸
好
太

郎
画
才
も
ぎ
し
は
テ
ー
ベ
ー
の
病

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
澤
　
忠
義

神
佛
に
ひ
た
す
ら
祈
る
ひ
と
と
き
の

夕
や
け
の
空
朝
や
け
の
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
　
　
猛

雲
間
よ
り
月
の
出
ず
れ
ば
草
叢
に
宿

り
し
露
は
玉
と
煌
め
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
紀
子

御
利
益
に
預
か
ら
む
と
て
老
い
我
れ

も
音
羽
の
瀧
の
水
汲
み
て
呑
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
原
ト
シ
ヱ

小
春
日
の
土
手
に
鎮
座
す
石
地
蔵
誰

が
供
え
し
や
生
花
の
あ
が
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
鶴
子

秋
空
に
フ
ワ
リ
フ
ワ
リ
と
白
雲
は
紅

葉
の
谷
間
を
よ
ぎ
り
て
行
く
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
田
　
延
子

街
路
樹
に
花
咲
爺
さ
ん
顔
ま
け
の
イ

ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
は
夢
の
ト
ン
ネ
ル

　
　
　
　
　
　
（
東
京
六
本
木
に
て
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
ト
ヨ
子

朝
夕
に
掃
く
柿
の
葉
は
さ
ま
ざ
ま
な

色
に
染
ま
り
て
秋
深
み
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
尾
坐
　
新
子

京
築
掘
り
起
し
フ
ェ
ア
ー
の
パ
ネ
ル

に
は
朴
葉
に
書
か
れ
し
俳
句
の
一
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
壽
美
子

チ
ャ
ン
ネ
ル
を
切
り
か
へ
応
援
し
て

ゐ
る
に
「
王
ダ
イ
エ
ー
」
の
な
か
な

か
勝
て
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
林
　
佑
有

今
年
こ
そ
今
年
こ
そ
は
と
ま
た
の
が

す
父
の
生
家
の
桜
の
さ
か
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

世
界
地
図
な
で
て
世
界
を
旅
す
れ
ば

戦
火
の
炎
が
我
が
指
を
焼
く

小
春
日
を
揺
ら
す
吊
橋
人
の
波

　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
家
ト
シ
子

学
ぶ
こ
と
多
く
残
し
て
古
暦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
川
ハ
ナ
ヱ

夕
寒
の
手
に
の
せ
て
切
る
絹
豆
腐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
猫
田
加
代
子

木
枯
し
に
駈
去
る
乙
女
蓬
髪
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
口
て
る
代

渓
流
に
架
か
る
吊
橋
鳴
る
落
葉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
　
収

一
笊
の
燃
え
て
干
さ
る
る
唐
辛
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
谷
　
清
子

さ
庭
に
も
紅
葉
の
あ
り
て
賑
わ
え
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
矢
頭
ミ
キ
子

磴
籠
の
か
げ
よ
り
昏
れ
て
石
蕗
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
廣
田
千
代
子

小
春
日
や
カ
ル
ス
ト
台
地
の
小
宇
宙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
本
美
津
子

脱
ぎ
置
き
し
チ
ョ
ッ
キ
忘
れ
る
小
春

か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
石
キ
ヌ
ヱ

元
旦
や
人
そ
れ
ぞ
れ
の
幸
思
う

干
支
に
な
く
ニ
ャ
ン
た
る
事
だ
と
猫

嘆
く

雑
煮
に
も
わ
が
家
の
味
の
お
正
月

あ
ぶ
ら
高
ど
げ
ん
か
せ
ん
と
わ
が
家
計

三
が
日
猫
の
悪
さ
も
大
目
に
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
藤
　
典
男

産
院
が
な
く
て
も
子
ど
も
産
め
と
い
う

野
に
咲
い
て
こ
そ
愛
で
ら
れ
る
彼
岸
花

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
私
を
急
か
す
秋
の
風

人
生
の
黒
星
数
え
き
れ
ぬ
ほ
ど

事
故
多
発
そ
れ
か
ら
で
き
る
信
号
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
渡
　
築
川

あ
　
に

も

ラ
イ
ト

た

は
　
なじ

い

ひ
と
ざ
る

う
ち
ゅ
う

ぬ

お

ほ
う
は
つ

え
　
と

ぞ
う  

に

な
げ

築城養護学校

楽しもう!!
作品展
楽しもう!!
作品展
楽しもう!!
作品展

■日時　平成20年２月３日（日）　９時30分～14時

■場所　福岡県立築城養護学校
　　　　住所：築上郡築上町大字築城１５６１
　　　　電話：０９３０‐５２‐３１２１

■内容　・児童生徒の作品展示
　　　　・福祉バザー、施設等の作品即売他
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【
お
誕
生
お
め
で
と
う
】

　
長
岡
　
太
一

　
　
　
　
観
太
ち
ゃ
ん
（
喜
連
島
下

）

　
有
田
　
太
朗

　
　
　
　
真
尋
ち
ゃ
ん
（
今
吉
上
）

　
末
野
　
義
嗣

　
　
　
　
颯
真
ち
ゃ
ん
（
幸
子
団
地

）

　
柳
　
　
裕
太

　
　
　
　
凜
花
ち
ゃ
ん
（
幸
子
団
地

）

　
桑
本
　
芳
樹

　
　
　
　
瑞
姫
ち
ゃ
ん
（
今
吉
下
）

【
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
】

　
土
井
　
好
枝
様
　
71
歳
（
小
犬
丸
上

）

　
山
本
キ
ク
ヱ
様
　
88
歳
（
幸
子
上
）

　
下
畑
　
義
　
様
　
87
歳
（
喜
連
島
上

）

　
下
畑
　
武
年
様
　
56
歳
（
喜
連
島
下

）

　
髙
野
　
　
徹
様
　
74
歳
（
今
吉
下
）

　
榎
木
　
伸
生
様
　
70
歳
（
今
吉
下
）

　
　
岡
　
安
次
様
　
74
歳
（
喜
連
島
下

）

【
吉
富
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
】

　
山
本
　
　
満
様
　
（
幸

子

上
）

　
土
井
　
栄
次
様
　
（
小
犬
丸
上
）

　
下
畑
　
輝
雄
様
　
（
高
　
　
浜
）

　
是
本
　
豊
彦
様
　
（
直
　
　
江
）

　
下
畑
　
清
子
様
　
（
喜
連
島
上
）

【
吉
富
町
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
へ
】

　
是
本
　
豊
彦
様
　
（
直
　
　
江
）

【
吉
富
町
寿
会
連
合
会
へ
】

　
山
本
　
　
満
様
　
（
幸

子

上
）

　
下
畑
　
清
子
様
　
（
喜
連
島
上
）

　
　
　
（
12
月
６
日
受
付
分
ま
で
）

慶
　
　
　
弔

香
典
返
し
お
礼

か
ん  

た

ま 
 

ひ
ろ

そ
う  
ま

り
ん 

か

み
ず  

き

エコファミリー募集のお知らせエコファミリー募集のお知らせエコファミリー募集のお知らせ

　エコファミリーとは、福岡県環境家計簿の記帳を通じて、電気やガス、水道、ガソリン使用量の節減な
ど省エネルギー・省資源に取り組んでいただく家庭です。

　　　　　　　県内に在住する世帯で構成するグループでお申し込みください。�      

　　　　　　　 （自治会、PTA、学校、職場など。任意のグループ構成でもかまいません。）�      

　　　　　　　（1）報告項目

　　　　　　　　①電気使用量　②ガス使用量　③水道使用量　　�      

　　　　　　　　④ガソリン又は軽油使用量　⑤灯油使用量　⑥可燃ごみ排出量�      

　　　　　　　（2）報告対象期間

　　　　　　　　①上半期（1～6月分）�      

　　　　　　　　②下半期（7～12月）� 

　　　　　　　吉富町役場住民課窓口にて環境家計簿を受け取り応募してください。�      

　　　　　　　問い合わせ先／福岡県環境部環境政策課地球環境係　TEL092－643－3356 

1.応募対象

2.取組結果の報告

3.応 募 窓 口

～家庭からはじめる地球温暖化対策～

犬を飼っている
皆さんへ！
　犬のフンのかたづけをしない人
があまりにも多く、多くの皆さんが
迷惑しています。
　犬の飼い主の人達は、自分の家の
前等が、他の家の人達の飼っている
犬のフン等のためにいつも汚され
困っている人達のことを考え、必ず
フンのかたづけをしましょう。　ま
た、犬の放し飼いは、絶対にやめま
しょう！�       
　自分の飼っている犬のフンのか
たづけをすることや、犬の放し飼い
をしないことは、犬の飼い主として
守るべき当たり前のルールです。必
ずルールを守りましょう。



ち

き
ゅう
にやさし

い

100％再生紙

今月の健康案内

あ
い
あ
い
セ
ン
タ
ー
便
り

1歳のお誕生日おめでとう!

（H19年1月12日生　今吉上）

り　な

（H19年1月11日生　小犬丸下）

ゆう  が

（H19年1月5日生　小犬丸下）

いろ  は

一松　彩心ちゃん　 林　　勇我ちゃん　 髙堂　莉奈ちゃん　女 女男

（H19年1月27日生　幸子団地）

ゆう  ま

（H19年1月27日生　広津下）

ゆう  き

（H19年1月15日生　幸子上）

平木  こまちちゃん　 上坂　侑生ちゃん　 髙司　悠真ちゃん　女 男男

健康相談
13：30～14：30 楡生公民館

ＢＣＧ接種（3～５か月児）
14：00～14：15 あいあいセンター

月日

水日

月

健康相談
10：00～12：00 あいあいセンター

健康相談
13：30～14：30 土屋公民館

月日

火日

健康相談
13：30～14：30 別府公民館

健康相談
13：30～14：30 今吉公民館

金日

月日

健康相談
13：30～14：30 幸子古公民館

健康相談
10：00～12：00 あいあいセンター

水日

月日

健康相談
13：30～14：30 幸子上公民館

3歳児健診（3歳児～3歳2か月児）
13：30～14：30 あいあいセンター

火日

金日

赤ちゃん広場（離乳食教室）
10：00～12：00 あいあいセンター

木

日

赤ちゃん広場
10：00～12：00 あいあいセンター

乳児健診（４～５か月児・７～８か月児）
13：30～14：30 あいあいセンター

木日 水日

健康相談
13：30～14：30 鈴熊公民館

火日

離乳食教室のお知らせ
　赤ちゃんの発育に合わせた、中期・後期の離乳食の作り方、すすめ方 を栄養士がご紹介します。（調理実
習はありません。）
　旬の食材を使ったメニューの試食もあります。ぜひ、赤ちゃんと一緒に参加してください。妊婦さんも
大歓迎です。

●日　　時　１月24日（木）　午前10時～11時�   
●場　　所　吉富あいあいセンター　プレイルーム�    
●参 加 費　無　料�    
●申し込み　1/21（月）までに申し込んでください。 ※託児が必要な方はご相談ください。
●申込み・問合せ先　　吉富あいあいセンター　　２３－９９００


